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  はじめに 

 本稿は，昨年の当研究所年報に掲載した前稿［古宇田 2015］に引き続き，

Gopāla 著 Kṛtyakāmadhenu の貝葉写本（Śrāddha 章）の後半（26-49 葉）を公開す

るものである． 

 

１．写本の外形，重量 

 前稿でも一部言及したが，より詳細な情報をここに記すことにする．貝葉写

本は，全 50 葉：2 葉の空白葉（＝表葉と裏葉）と 48 葉（folio no. 2-49）の本文

から成り，本文冒頭の 1 葉を欠く．貝葉の材料は，コリハヤシ（英語名 talipot 

palm，学名 Corypha umbraculifera1）と判断される． 

 写本の外形（最大値）は，縦幅 5.1cm2，横幅 60.6cm，積み上げた高さ約 1.5cm

である． 

 1 葉の厚さは，奥書のある第 49 葉を例にとると，貝葉の任意の 20 ヵ所を計測

したところ，0.21～0.32mm（平均 0.259mm）であった． 

                                                                 
1 インド，ネパールでは，コリハヤシとパルミラヤシ（学名 Borassus flabellifer）という２

種の植物から貝葉が作成されたが，当写本の貝葉は，大きさと厚さからして，コリハヤシ

と判断した．詳細は，［安江明夫 2010, 2011］を参照せよ． 
2 ［古宇田 2015: 229］では，「縦 5.5cm」と報告したが，「5.1cm」に訂正する．［安江明夫 
2011: 93］の表１によれば，R. Hoernle の調べたネパールの有紀年貝葉写本 45 点の内，35
点が，当写本と同じく縦幅 5.1cm である．このことから，北インドでは，縦幅については，

この 5.1cm というサイズが，貝葉を調製する際の標準的規格になっていたことが解る．横

幅については，そのような単一規格はなく，多様なサイズが流通していたようである． 
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 因みに，表葉の厚さは 0.399mm（10 ヵ所の平均），裏葉の厚さは 0.380mm（10 ヵ

所の平均）であった3． 

 また，本文 48 葉の重さは 163g であり，1 葉平均約 3.4g であった． 

 

２．奥書の再読と写本の年代 

 奥書の読み・および年代については，前稿において，Romanized Text ならび

に試訳を公開したが，堀伸一郎氏（国際仏教学大学院大学附置国際仏教学研究所副所

長）4を始め，諸先生方5より重要なご指摘を種々頂戴し，訂正すべき点および不

明点がいくつか判明したので，再掲することとする．むろん，今回も校訂・試訳

の文責が筆者にあることはいうまでもない． 

 

 〈凡 例〉 

１．○  （写本の）紐穴 

２． ˎ （写本の）virāma（例：nˎ） 

３．< > （写本にない文字の）補填 

４．= １つの akṣara を語の区切りで分割する記号（複合語を除く） 

５．（再建において）写本の読みを変更した箇所は，斜体（italic）で示した． 

６．（再建において）韻文および Mantra 部分は，字下げで示した． 

７．（再建において）Sandhi の訂正や不要な子音の削除については，断らずに行っ

た6（Diplomatic edition 併記のため）． 

８．(49r.3) は，写本の「49 葉目，表，３行目」を意味する（r.: recto; v.: verso）．

以下，行の変わり目では，括弧内の数字で示した． 

                                                                 
3 このことから，文字が書かれていない表葉と裏葉には，写本を保護するために，やや厚

めの貝葉が使われたと推測される． 
4 同氏からは昨年来，数次にわたる御教示を頂戴したほか，2016 年 3 月 30 日には，奥書

の韻文の Transliteration, Reconstructed verse, English translation を頂戴し，脱稿直前に参照す

ることができたことは幸いであった．同氏のご厚情に厚く御礼申し上げる． 
5 2016 年 3 月 27 日に開催された第 6 回ヴェーダ文献研究会（於・東北大学文学部）にお

いて，奥書に関するご教示を頂戴した吉水清孝氏（東北大学大学院教授），尾園絢一氏（東

北大学助教），山崎一穂氏（日本学術振興会特別研究員）に感謝する次第である． 
6 但し，本稿では，写本の表記をできるだけ生かしており，Sandhi の統一は図っていない． 
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  〈Diplomatic edition〉 

(49r.3) ~ iti bhaddaśrībhaṃgādityātmajaśrīgopālavi(4)racitāyāṃ kṛtyakāma-

dhenav=ādye dharmapāde tṛtīyaḥ śrāddhāṃśaḥ samāptaḥ //     // oṃ vyāpto 

yaṃ yena śailau○cchaladamalajalaiḥ sāgarāmbhais=taḍāgaiḥ rathāgārair=dvi-

jānāṃ diśi diśi vasudhār=vāmagaurīr=dharitrī pūrṇaṃ ca ○  śrotriyāṇāṃ 

bhavanam=aviratoddāmavarṣair=vasūnāṃ gopālaḥ sarvadānāśrayam=akṛta 

kṛtīn=saptamaṃśonsam=eta(5)nˎ //     //   // tatra dānavidhiḥ / dāna-

svarūpaṃ pātralakṣaṇaṃ //  // saṃvat 1209 āṣāḍha vadi 12 śanau śrī○mad-

vārāṇasyāṃ śrīmadgoviṃdacaṃdradevakalyāṇavijayarājye //     //    // oṃ 

namo bhagavate vāsudevā○ ya //   // yādṛśaṃ pustakaṃ dṛṣṭvā tādṛśaṃ 

likhitaṃ mayā / yadi śuddham=aśuddhaṃ vā mama doṣo na dīyate //      // 

       // oṃ // 

 

 

   〈再建テクスト〉  

iti bhaṭṭa 7 -śrībhaṅgādityātmajaśrīgopālaviracitāyāṃ kṛtyakāmadhenāv 8  ādye 

dharmapāde tṛtīyaḥ śrāddhāṃśaḥ samāptaḥ.     

 oṃ 

 vyāpto <'>yaṃ yena śailocchaladamalajalais sāgaras tais9 taḍāgaiḥ,  

 rathyāgārair10 dvijānāṃ diśi-diśi vasudhā vāmagaurī dharitrī, 

 pūrṇaṃ ca śrotriyāṇāṃ bhavanam aviratoddāmavarṣair vasūnām, 

                                                                 
7 バラモンの尊称としての bhaṭṭa-（博士, 学匠）と解し，bhadda Ms.の dda は ṭṭa の誤写と

みなした． 
8 dhenav Ms. 
9 sāgarambhais Ms.の mbhai は，stai の誤写とみなした．当写本における ma と sa の差異は，

他の Devanāgarī 写本と同じく微細である．また，ta と bha の差異も微細であり，bha は，

ta の字形に加えて左上に向かって僅かな「はね」のような部分をもつにすぎない． 
10 rathāgārair Ms. 第１音節が韻律に合わないため，rathyāgārair と再建した． 
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 gopālaḥ sarvadānāśrayam akṛta kṛtiṃ11 saptamaṃśotsam12 etam13. 14 

  tatra dānavidhir dānasvarūpaṃ pātralakṣaṇam.  

saṃvat 1209 āṣāḍha vadi 12 śanau śrīmadvārāṇasyāṃ śrīmadgovinda-

candradevakalyāṇavijayarājye.  

 oṃ namo bhagavate vāsudevāya.  

yādṛśaṃ pustakaṃ dṛṣṭvā tādṛśaṃ likhitaṃ mayā. yadi śuddham aśuddhaṃ vā 

mama doṣo na dīyate.   

 oṃ.  

 

（試訳：2016 年改版） 

「以上で，バッタ・シュリー・バンガーディティヤ15の息子である 聖
シュリー

ゴー

パーラによって作られた『義務の如意牛』
クリティヤ・カーマデーヌ

における，冒頭のダルマ 巻
パーダ

16，

第三の祖霊祭の 章
アンシャ

が完結した． 

  オーン． 

 この海が岩山から出現する清浄な水たちをもつそれらの泉たちに

よって充満せられ，富をもたらす美しい雌牛17という大地がバラモン

                                                                 
11 kṛtīn Ms. 
12 saptāṃśonsam Ms. 意味としては，saptāṃśotsam という語形が予測されるが，韻律上の理

由で，'Inorganic' saṃdhi-consonant or 'Hiatus-bridgers'の-m-が使用されていると解した（sapta-
m-aṃśotsam）．韻文において，この-m-が用いられることについては［BHSG: 35-36］を参

照せよ． 
13 etam は，saptamaṃśotsam / sarvadānāśrayam と文法的に一致する．saptamaṃśotsa- (m. 
Bahuvrīhi) および sarvadānāśraya-(m.)は，kṛti- (f.) の隠喩であるから，文法的性が一致しな

くとも問題はない． 
14 meter: sragdharā ( | - - - | -  - | -   |    |  - - |  - - |  - - | )［Apte: Appendix A］. 堀伸一郎

氏の御教示による． 
15 *bhaṅgāditya-と再建した固有名詞には疑問の余地もあるが，写本の読みを生かした． 
16 pāda-（四分の１／脚／巻）とあるから，Kṛtyakāmadhenu は，４つの巻（脚）から成ると

想定されるが，現時点ではこの箇所以外からの証拠は得られておらず，他の（３つの?）巻

の名称も不明である． 
17 gaurá-/gaurī́-は，RV においては，'Bos gaurus, Indian bison'を意味し［GAV 2012: 79］，一

般には Gaur と呼ばれるウシ科の動物とされる．gaurī́-の原義ならびにこの韻文の作者が

gaurī́-の原義をどこまで意識していたかについては不明な点がある（因みに現代インドで
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たちの車道18や住居たちによってあらゆる方向に［充満せられ］，また，

聖典に通暁した者
シ ュ ロ ー ト リ ヤ

たちの御殿が富たちから成る止むことのない猛烈

な雨たちによって満たされるために，ゴーパーラは，この７つの 章
アンシャ

という湧き水をもつ19，全ての施与の拠り所である著作を作った． 

 その中に20，施与の儀軌，施与の自性，施与に値する人
パ ー ト ラ

の特相が［述べら

れている］． 

 1209 年，アーシャーダ月，黒分，12 日目，土曜．聖なるヴァーラーナ

スィーの聖なるゴーヴィンダ・チャンドラ 王
デーヴァ

の素晴らしい王国にて． 

 オーン．南無世尊ヴァースデーヴァ． 

 私は，［元］本を見たままに書写した．たとえ［この本が］正しかろうと

も，あるいは誤っていようとも，私に過失は帰せられない．オーン．」 

 

 このうち，書写完成日とされる「1209 年，アーシャーダ月，黒分，12 日目，

土曜」とは，Vikrama 紀元にて記載されていると考えられるが，西暦に換算する

といつになるであろうか．［古宇田 2015: 228］では，矢野道雄・伏見誠両氏の

作成された Pancanga (version 3.14)を用いて「紀元後 1152 年 7 月 1 日，火曜」と

推測した．しかし，その後，堀伸一郎氏より Pancanga を用いて換算する場合，

写本に記載される日付がいかなる暦法に基づいて記載されているかを考慮する

必要があり，結論としては写本奥書の日付は「紀元後 1153 年 6 月 20 日，土曜」

                                                                 
は，肩にこぶのあるゼブー（Zebu）と呼ばれるウシが一般的である．古代のコブウシにつ

いては［GAV 2012: 69-72］に詳しい）が，ここでは，vāmagaurī-という表現で，Kāmadhenu
を指しているとみなした．この文章により，Kāmadhenu のいるところは，ārya / brāhmaṇa
文化／文明が栄えるということを示唆しているものと考えられる．また，MBh において，

Kāmadhenuがたいへん美しく完璧な雌牛として描写されることについては，MBh 1, 93（［上

村勝彦 MBh 1: 349］）を参照せよ． 
18 車（ratha-, eng. Chariot）が通るために整備された車道／街道（rathyā-）に言及されてい

るのは，おそらく ratha-や rathyā-が ārya / brāhmaṇa 文明の象徴の一つとみなされていたこ

とに由来すると推測される． 
19 この試訳が正しければ，本書は全７章から成ることになるが，ādye dharmapāde との関

係は不詳． 
20 「その［著作］の中に」という意味と推測される． 
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に該当するとのご教示を頂戴した．Pancanga を利用する際には，①満年

（Gata/Atīta）／数え年（Vartamāna），②Caitra 月始まり（Caitrādi）／Kārttika 月

始まり（Kārttikādi），③新月終わり（Amānta）／満月終わり（Pūrṇimānta）とい

う暦法の３つの前提を考慮する必要があり，当写本の場合は「満年・Kārttika 月

始まり・満月終わり」の暦法で，かつ Vārāṇasī の経度・緯度で換算すると，上

記の日付に相当するとのことである21． 

 

３．写本の複製について 

 写本の複製については，前稿と同じく，写本をスキャナーでデジタル化し，コ

ントラスト・明るさ調整をおこなったうえで，印刷したものである．但し，前稿

に掲載した 2r. left 部分は黒ずんでいるため，原本自体を肉眼で見ても判読が難

しかった．そこで今回，赤外線撮影を実施することで，多少なりとも文字の視認

性向上に寄与できることが判明したため，末尾に再掲した次第である．また，

37v.と 38r.についても，墨がかすれているため，スキャン画像にくわえて赤外線

写真を掲載した． 

 

 

〈略号ならびに主要参考文献〉 

 

［Aiyangar 1950］ Aiyangar, K. V. Rangaswami (ed.): Kṛtyakalpataru of Bhaṭṭa 

Lakṣhmīdhara, Vol. IV: Śrāddha-kāṇḍa, Baroda. 

［Apte］ Vaman Shivaram Apte: The Practical Sanskrit-English 

Dictionary, Poona, 1978 (repr. Kyoto, 2003). 

［Brick 2015］ Brick, David: Brahmanical Theories of the Gift. A Critical 

Edition and Annotated Translation of the Dānakāṇḍa of 

Kṛtyakalpataru,  (Harvard Oriental Series 77), Cambridge. 

                                                                 
21 ［矢野道雄 1991: 13］には，「歴史資料にインド暦による年月日が与えられていてもそ

れを一義的に西暦と対応させるわけにないかないと述べたが，曜日が与えられていれば，

大きな決め手になる．もし曜日が一致すれば，西暦との対応はほぼまちがいないといえる

だろう．」との記述がある． 
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［GAV 2012］ 大島智靖・西村直子・後藤敏文『GAV：古インド・アー

リヤ語文献における牛』総合地球環境学研究所 インダ
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    ［古宇田 2015］に対する正誤表 

［p. 229，5 行目］ 

 「縦 5.5cm，横 61cm」→「縦幅 5.1cm，横幅 60.6cm」 

［p. 220，下から 9 行目］ 

 「Devī-purāṇa     7v.4」を削除． 
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